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　　1）In　thc　line　of　descent　of 　P跏 ．　 chr ］sogenum 　H 　512
，
　there　have　been　more 　substantiaI

gains　in　 ability 　to　producc　 pcnicillin　in　the　UV 　series 　 than 　 in　 non ・irradiated　 controL

UV 　irradiation　seems 　to　be　effヒctive 　in　sc玉ecting 　high　penicillin−producing　 strains 　of
“ L ” −

type　in　 shake −flask　 culturc ．

　　2） ThrQugh　six 　 generations　of
“ L”−type 　on 　CZAPEK −DOX 　 agar 　medium

，
　 there 　has

been　 no 　remarkable 　 change 　in　 productivity．　 But　a　little　 better　grow しh　 was 　observed

along 　the　line　of　descent　since 　the　first　few　gcnerations ．

　　3）
“ M ，  type 　was 　 found　to　bc　 more 　suitable 　fbr　the 　production　of 　peniclllin　in　sub ・

mergcd 　fermentation　with 　high　agitat呈on 　and 　aeratiQn 　than ‘‘L ”・type ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 緒 　　　　　言

　前報
1）2）

迄 に 著者等 は Pen・chrysc ｝genttm　Q1761’igntentless　saltant を原 株 と し ， 紫外線照射 で 得た Pen．　 chrysege ・

num 　H512 を〔H 〕， 〔M 〕， 〔L〕， 〔A 〕の 4 つ の Type に 分 け ， これ らの Golony の 形 態，性状並 び に 継代 に よ る

変化 ， 分離方法等 に つ い て 比較検討 した，こ こ で は実 en：C 行 な われ て き た菌 管理 の 方 法，こ れ らの 方法で Screen−

ing された菌の Shaking　culture に於ける Productivity 及び菌の Type と タ ン ク培養 に於ける　Productivity

との 関係 に つ い て 報告す る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 実 　験　 の 　部

　 1，菌管理法並び に生産菌の系統図

　実験方法

　分離の 方法 は Mon   olony
， 紫外線照射，高単位醸酵ブ v ．ス よ りの MonocQlony 　 screening の 方法を採用 し

た．そ の 方法 は 前報記載 の 方法 に 準ず る、

　実験結果

　Screcningの方法，生産 菌 の 系統図並 び に こ れ ら菌株 の Productivity を Fig．1
，
Table　1に 示す．　 Fig．1に

示 され る Genealogy は Q176　Pigntentte∬ Utant を原株 と し，
　 Screcning に よ り優良株と して 選 ばれ た もの で あ

るが，そ の 経 路 の 殆 ん どが 紫外線 に よ る事 は 注 目に 価す る．

　
一

般 に ペ ニ シ リン 醸酵 で は，振盪培養で高単位生産菌は 生育が 余りよ くな く，
Sporulation が Light で あ る と

云 う事 が 認め られ て い る．吾 々 が 4 大別 した 〔H 〕， 〔M 〕， 〔L〕， 〔A 〕の 中で も，
Albino　type を 除けば Sporul・

atiQn が 最も悪 い 〔L〕type が Shaking 　culture で は 安定 した 高単位生産菌 で あ る事 を認 め た，

　 〔L〕type の 菌株 を Czapek ・Dox 　agar 　medium に 継代す る 時，　 Table 　2 に 示す如 く Productivity は 1代 か ら

6 代 迄 ほ とん ど変化 な く，極め て 安 定 して い るが，寒 天 培地 の 生 胃 は 梢 々 良 好 と な る，Fig．2 に 査代 と 6 代 の 比

較 を示す， 従つ て 紫外線照射 は 若 し照 射 しな けれ ば生育が 良好 と な る傾向を抑制し， 常に 〔L〕type の もの の 中

か ら Shaking　 culture に 適 した高単位生産菌を選 び 出せ る と云 う点 で 有効 と思わ れ る，
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　　Fig．　L　 Genea［ogy 　of 　Pen．じゐ脚 興   H512 ．
　　　　　　Indicatcs　 3elcctlon 　 without 　 troa恤 ent ．
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　　　　　　UV 　 irradiation．
　　　　　　lndicates　 selection 　 from　broth．
　　　　　．　Indicate昌 streak 　of 　tank 　broth　on 　agar

　　　　　　medium ．
　　一・− lndicatcs　direct　inoculation　from　 B 　to
　　　　　　 Bunit ．

Table 　 l．

（第 3報）

F三9．2・　（）σエロp喚r重8ion　of 　lst

　and 　6th　ge皿 eration ．

　Right　；　　l　st 　ge皿 crationg

　I6eft　： 6th　gencration・

P ・°ductivity
　
and

　p7°d “ ・ti・ity　di・ゆ ・ti。・ i・ 島 … 伽 飼   H512se 『ics。

（129 ）
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Table　2・　Changes 　of 　productivity　in　6gcnerations

　　　　 of 　Pen．　chp 御genum　H512．

G ・… ・… 卩 「・ 1・ 456

識濫． 、、yい… 11・ 911911 ・・ 1 …

軸 2100u1 血 1．

　両菌の A ， Cunit の PrOductivity は TabLe　3

に 示す知 くで あ る．37時間培養で 最 も著 しい 相違は

菌体量 で ， 〔M 〕type の もの が 明らか に 〔L〕typc の

もの よ り生 育が 旺 盛 で あ る．pH も僅 か に 高い ．糖

利 用 は 殆 ん ど差 を 認め な か つ た （Fig・3 ）．

　本培養 で も菌体量 は明 らか に 〔M 〕type の 方が 〔L 〕

type よ り多く， 見掛けの 最高菌体量が 前者の 48％

（35時間）に 対 し後者は40％ （45時間）で あ る，IK322

培養 の場合 G 五ucose は22時開よ り107時間海に 86‘
，

　2 ．〔M 〕， 〔L〕タイ プ菌株の タン ク 培養 に 於

ける Produetiyityの 比較

　〔H 〕type の 菌 は SpDrulationが極 め て hcavy

で A ，Bunit と も Productivity が 低 く ， 反 対

に〔A 〕type の もの は生育が極めて 不良 で い ずれ

も生産条件に は 遭 しな い、〔L〕，〔M 〕typc の 菌

は Aunit で は 両方 と も高単位生産菌で あ るが ，

〔L〕type の もの は A ，　 B　unit の PrOductivityの 差が 比較的少ない の に 対 し ， 〔M 〕type の もの は 大 きい ，

　 タ ン ク 培 養 で は通 常米培地 の 胞子 （B，Gunit） を直接 ・： 一ド培 地 に 植 え るわ け で あ るが，試 験室 的に は 最終

的 に B，C 　unit の PrOductivity で そ の菌 の優劣が決定 され る．又普通 の Screening方法で は 〔M 〕type の 出現

頻度 は 極 め て 少 な く ， た と え現れ た と して も A 　unit から Bunit に す る時に 著 し く Productivityが 低下す るた

め に ， 吾 々 は生産 に 使用 す る事 を差控 え て きた，

　High　agitation ，　aeration に 於い て フ ィ
ーデ ィ ン グ方式に よ る ペ ニ シ リ ン の 生産で は ， その 培養条件 は Sha−

king　culture と著 し く相違 して い る．

　今 ， 〔M 〕， 〔L 〕type に 属す る 2 つ の 菌株に つ い て ， タ ン ク培養に 於 け る PrOductivity を比較 した 結果は 次 の

如 くで あ る，

　実験方法

　 菌株 ： 1K322
，

1K268 。

　培地 ： シ ード培地 は Glucose　4，0，　Gorn　stcep 　liquor　6．0 （vol ），
　 CaCOs 　1．0

，
　NaNO

，
　O．3g・e， 生産培地 は Gl−

ucose 　3，5，　Gorn　 steep 　Iiquor　6．0 （vol ），　 CaGOs 　 1．Oi　 NaNOs 　 O．3， 1　KH2PO40 ．07，　 MgSO ，
・7H200 ．025、

ZnSO ，
・7H200 ・0025％，　pH は NaOH で 5．8に adjust す る．

　培養条件 ： シ ー
ドは200t 種母槽に 培地 ioO　｛を 入 れ ， 両菌の Cunit を植 菌す る，培養 は 等量通気 で 24℃ ，37時

間行な う．本培養は 2KL 醗酵槽 に 培地12001 を入れ ，画転 数240r・p・m ・，等量通 気 で 培養す る．培養 湿 度 は シ ー ド同

様24℃ で あ る，

　培養中 Precursor と して Pheny ］ acetic 　acid の 20％Na 塩 を10時間よ り 5 時間置きに 0．05％宛添加 す る．夊糖

消費後30％葡萄糖溶液を毎ee　ll， 更 に 22時間よ り大豆油 200mlを 毎時 フ ィ
ードした．　 pH は 72 を越 え る 時20％

H ，SO ， で 7．2at　adjust す る．

　実 験結果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　隔 ・H 　　　　　　　 雅
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5．07 ．0

Tablc 　 3．　PrQduction　of 　I正く322　 and 　IK268 ．

　 Productivity　 u ！m1 　…［
　　　　　　　　　　

．ic
・1・ ny 　type

　 　 A 　　　　 　　B　　　
5

2280　 1　　 L

lSOO　 l　　　 M

3．56 ．0

2．55 ，0

1．54 ．0

IK3221K26824602310

3．5

2．5

1．5

　 　 　 0．5
　 　 0　　　　星0　　　 20　　　 30　　　 40
　 　 　 　 　 　 　 　 HDurs

Fig．3．　 Ghemical　 changcs 　of　seed 　 culturc ．

●一 ● Packed 　 mycelium （皿 1／10ml　broth）
○一一〇　pH ．

（）一   　Res！dual 　 sugar ．

　＿ 　 　1K322……IK268 ，
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　Fig．5．　 Chemical　changes 　of 　penicilliロ 　fermentation

　　　　 with 　 added 　glucose 　 and 　 soybean 　 oil　 by

　 　 　 　 strain 　IK268 ．

　　　　　　　●一 ● Penicillin　 u1 皿 L

　　　　　　　 O − OpH ・

　　　　　　　 （D− （D　Rcsidual　 sugar ．

大豆 油 は フ ィ
ード以 外 に も若千消泡剤と し

て 添加 し た た め 総量 22．3 ‘ （1・86％ ）使 用

した．一方 IK268を培養す る時 は Glucosc

SQIution を21時間より U5 時間迄 lc95　1， 大

豆油は総量22．7i （L89 ％）フ ィ
ードした．

pH 調節 の た め に 使用 した 20％ HsSO
｛量 は

前者 で は 30乃至67時間迄 の 間OC35　1， 後者

の 場合26乃至80時間迄 で 45　t 使用 しt ．

　経時的培養力価 は F 玉g．4 ， 5 に 示す如 く，

〔M 〕type の IK268 の 方 が 〔Lユtype の

IK322 よ りもタ ン ク 培養 に 適 し て い る事が

判 る
一
■

　　　　　　考　　　　　察

　紫外線照射は 目的に 適つ た優良変異株 を

分離すると云 う以外 に ， 菌管理 上 こ れ を 繰

返 し行な うと云 う場合が多い．吾 々 が Sha −

king　culture 　 test で 選んだ 優良 菌株 もそ

の 殆 ん どが紫外線照射 に よ つ て 選ばれ て い

る．BAcKuS ，　STAuFFERs 〕 は 2 ． 3 代 の 紫

外線照射 で 特に 顕 著 な 改良が 認 め られ な く

て も，数代繰返 し行な え ば紫外線 を 照射 し

な い もの に 較べ て 常 に better で あ る 事 を

認めて い る．夊 ，彼等が使用 した Pen．6勿 50 ・

gentm； Ql　76 は 必 ず し も Homogenous

entity の もの で な く，　 Colony の 大 きさか

ら Several　componcnts の Balanced　 mix −

turc で あ る事を推定 して い る．著者等 も

Pen．　 chiysogenum 　H5 且2に 〔H 〕， 〔M 〕， 〔L 〕，

〔A〕の 4　type あ る事を認 め ， 紫外線照射 は

〔L〕typc の もの の 中か ら Shaking 　culture

に適 した 高単位生産菌を選ぶ の に有効 な 手

段 で あ る事を推定した．

　 Shaking 　 culture で 菌株 の Screening を

す る と云 う事 は ，
Shaker とタ ン ク 培 養 の

培養条件の 相違 よ りも菌自身の Producti−

vity が 決 定的 な Limiting　 facter で あ る

事 を暗黙の 裡 に 認 め て い る 場合で あ るが，

High　agitation
，　 acration の 培養条件 に 於

け る フ ィ
ーデ ィ ン グ方式 に よ る ペ ニ シ リ ン

の 生産で は ，
Shaker　test で Screeningした 〔L 〕type の 高単位生産菌 よ りも，〔M 〕type に 属す る菌 の 方 が 遙 か

に タ ン ク 培養 に 適 して い る 事を認 め た，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　　　　約

　1． Shaking　culture に よ る Screeningで は，優良菌株と 見做 され るもの はその 殆ん どが 紫外線照射 に よ つ

て 選ばれ て い る．紫外線照射 は 〔L〕typc の 中か ら 高単位 生産菌 を選 ぶ の に 有
’
効 な手段 と思 わ れ る．
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　2・ 〔L〕type の 菌を Czapck −D 。x 　agar 　medium 　 lこ継代す る時，少 な く とも6 代 迄 は Productivity は 変化 な

く維持され る，唯，僅か で は あ るが寒天培地上の 生育が良好となる傾向がみ られた．

　3． Shaking 　culture で高単位生産 菌で あ る 〔L〕type の 菌 は ， 通気攪拌の タ ン ク 培養 で は 必ず し も優良で な く

寧ろ 〔M 〕type の菌 の方が 高単位生産 菌で あ る事 を確 認 した．

　終 りに 臨 み ， 本研 究 の 発 表 を 許 可 さ れ t：加 藤社長，終止 御指導 を 賜 りま した 渡辺 専務 ， 鎌 田部長 に 感 謝 の 意 を

表 し ま ナ．夊 本報 告 の 御校閲 を戴 い た 大 阪大 学 照 井 教授 に 厚 く感謝致 し ま す，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　　 献

1）野 口 ， 荒 尼 ： 本 誌 ，
39，61，（1961），　　　 2）野 口、荒 尾 ：本誌，S9，66，（1961）．　　　 3）BAcKus ・

MP ．　and 　STAuFFER
，
　J．F．： Mycelogia

，
47

，
429 （1955）．　　　　　　　　　　　　 （昭 和 35，9，8 受 付）

沢 庵漬着色剤 の 変色現象 に 関す る 研究　（第 4報 ）

変色細菌 の 生理的性質に つ い て 　（そ の 2）

芥 田 郎　　（兵 庫県 立 農 業 試 験 場）

　　Studies　on 　the 　Discolor三ng 　Phenomena 　of 　Ycllow　Pigments

　　　　　　　fbr　R4dish　Pickles（Takuan −zuke ） （IV）

On 　Physiological　Properties　of 　Yellow　Pigment −discoloring　Bacteria （2）

Saburo　AKUTA 　（HyogQ 　Pref．　Agric．　Experiment 　station）

　　Taxonomic　 studies 　on 　special 　physiological 　 propertles　of 　yellow　 pigment−discoloring

bacteria　were 　continued ，　and 　 these　strains 　were 　then 　identi丘ed 　accordillg 　to　the　 BERGEY ，

s

Manual （1957）as　follows．

1234567890123　
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1
　

1

Nl ，
　N2 ，

　N3 −fic： Pseudamona」 synxantha
Nl2 −2 ： Ps．．eeniaulata
Nl4 ： Ps．　 incognita

Nl　l； P∫．　 convena

N4
，
　N5C ，

　 N5L ： P．　 mildenbergii

N7 ： Ps．　aeruginosa （achromogenic 　varlety ）

T18 ： ・Ps．充岬 囲 觚

T19 ： Xanth（  π召∫ sp ・

T20 ： AtSaligenes扼∬ olacti・s

　　　　　　　　　　　 雌 6ro6 α ‘terium　tacticum（gelat重n　liquefy隻ng 　variety ）

　 　 　 　 　 　 ルfiSrαcaccu ∫ varian ∫

T22−2− IA ，
　T24 − lA ：

T27
，
　T28 ：

T29B
，
　Bacilltts‘‘徽 ‘αη∫

T42B
，
　Intermediate　spccies 　of 　Bacitlusα姻 and 　BaCillus誑 ‘ulans

は　 し　 が 　 き

　前報
り に 引続 き， 変色細菌 の 生理 的性質に 関す る特殊 な 事項に つ い て 分 数 学 的 研 究 を 行 な い ，BERGEY ’

s

Manual 　of 　Determinative　Bacteriolegy （7edition， 1957）に 従っ て 種属決定 を 行な つ たの で そ の 成績に つ い て

報告す る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実　験　成　績

　1） 芳 香 族 化 合物の 資化性 ： DNN の 変色 に 関連 し，こ れ が 炭 素源 と して 資化 され る か 否 か を 見 るた め，有 馬

等
2
）に 倣 らつ て STANIER ’

s　mediurn を使用 して 他 の 芳 香 族 化 合物 と共 に そ の 資化性を検定 した結果は Tab ・1の

通 りで あ る．
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